
ছ४॥থ草刈機 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟⽔稲

ਖः合ॎच先؟
（ઙ）ृऽलऒ
ृऽलऒ४কঃথ（ઙ）
TEL6181-32-0428؟

ٳ ਈ⼤45�の૶ൊ࿿地にも対応可能で⽔⽥኶ᄪ・法એの除草作業を可能とするラジコン草刈機の
   普及拡⼤を通じて、有機農業や除草剤のઞ⽤を低減した環境保全型農業の取組拡⼤に貢献岞

ٳ 全国の営業ುਡにおける୿ਲ਼活動の強化やメンテナンス体制のౄ実に取り組む岞

岧主なহ業৔ઍ岨
• 製品ງ介動画やチラシの作成、全国૚地での実

౰デモや現地ହ৥ভをౄ実
• 直営の営業ುਡに加岲、૚地યの୿ਲ਼代理૲

等とも৴௚し、メンテナンス体制を強化

岧主たるহ業所の所૔地岨
ূ਎੃⻘෭৘

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڱফ１া ع ഥਮڵফ12া

ानॉ投資促進
ઘ制対଴機༊

嵑崠崛嵛ൃ࿘機

可変施肥⽥植機ؚ⾷味؞収量॥থংॖথ等 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟⽔稲

ਖः合ॎच先؟
（ઙ）ॡ঎ॱ
TEL3809-6648-06؟

ٳ データに基づく可変施肥⽥植機や、施肥設ੑの基ຊとなるデータを取੭する⾷味・収量コンバイン、኶ᄪ
作業の効率化を可能とする草刈機など、化学肥料・化学農薬のઞ⽤低減にఞଖする機༊の普及拡⼤を
௕るため、営農管理システムの活⽤促進を含むPR活動強化やアフターサービスのౄ実等に取り組む岞

岧主なহ業৔ઍ岨
可変施肥⽥植機等の普及拡⼤により、環境଀෰

低減にఞଖするため、
• スマート農業の௧⾨担当঻、栽培技術の指導঻

等でチームを組௶し、୿ਲ਼・普及活動に取り組む岞
• 対એ中ੱの普及活動に加岲、:EBভ৮システム

やSNS等の活⽤を通じた情報発ਦ等に取り組む岞
• *NSS機ஓの取ඞいや営農管理システムとの機ஓ

৴௚等、スマート農業技術の活⽤に૑要な指導や
アフターサービスを઀୹する体制をౄ実する岞

岧主たるহ業所の所૔地岨
⼤阪府⼤阪৘

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڱফ１া ع ഥਮڵফ10া

ानॉ投資促進
ઘ制対଴機༊ 

૭૗施肥ি೘機 ୫௡嵣ઽ୤崛嵛崸崌嵛

౦ཪ選શ機 嵑崠崛嵛ൃ࿘機
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可変施肥ঈটشॻय़ক५ॱؚঐॽগ॔५উঞॵॲ等 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟⽔稲ؚ畑作

ਖः合ॎच先؟
（ઙ）I+I॔ॢজॸॵॡ
TEL1123-26-0123؟

ٳ 施肥マップに基づき精ഡな可変施肥が可能なブロードキャスタ（肥料散布機）や堆肥の散布作業を
効率化するマニュアスプ嵔ッダ、኶ᄪや法એの除草作業を効率化するリモコン式の⼩型崷ンマーナイフモ
アの普及拡⼤を通じて、化学肥料・化学農薬のઞ⽤低減に貢献岞

ٳ ੳ知度向上のためのプロモーション活動の強化、アフターサービスのౄ実に取り組む岞

岧主なহ業৔ઍ岨
• 展ંভ・実౰ভへの出展や新ୂ広ઔ等による

PRの強化に加岲、動画作成チームをౣ成し、
SNSを活⽤したプロモーション活動を展開

• ૹ品のઞ⽤্法などに関するਖい合峹せに໌
ౠに対応できる体制を構築し、アフターサービス
をౄ実

岧主たるহ業所の所૔地岨
北海道૸ୃ৘

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڱফ１া ع ഥਮ10ফگা

ानॉ投資促進
ઘ制対଴機༊ 

嵆崳嵍崊崡崿嵔崫崨
嵒嵊崛嵛ૄ

৵஑崷嵛嵆嵤崲崌崽嵊崊

૭૗施肥崾嵕嵤崱崕嵋崡崧
（*36崲崻崕嵋崡崧）

ঐॽ॔५উঞॵॲؚঐঝॳ५উঞॵॲ等 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟⽔稲ؚ畑作

ਖः合ॎच先؟
（ઙ）ॹজढ़
TEL3809-6648-06؟

ٳ ઞ⽤૖੯に応じた஘رな機種をラインナップしたマニアスプ嵔ッダ（堆肥散布機）や、დ᎚や⼟壌改良
材の散布にも対応したマルチスプ嵔ッダ、堆肥の஋੢作業を効率化する࿌載ダンプ嵁ッセル（堆肥஋੢
機）等の拡୿を通じて、有機農業の拡⼤や化学肥料のઞ⽤低減にఞଖ岞

ٳ 「有機農業と、未来へ岞」をキャッチフ嵔ー崢に掲げ、⽣産・୿ਲ਼・開発の強化に取り組む岞

岧主なহ業৔ઍ岨
• 海ਗの関৴ভ঺とੈ働した⽣産体制の強化
• 全国に展開する営業所のセールスのੜ৩等

による୿ਲ਼体制の強化や、未開ิ৘場への
୿ଡ଼拡⼤

岧主たるহ業所の所૔地岨
⻑野県ૈ本৘

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڱফ１া ع ഥਮڵফ10া

ानॉ投資促進
ઘ制対଴機༊ 

嵆崳崊崡崿嵔崫崨

࿌ൗ崨嵛崿嵁崫崣嵓嵆嵓崩崡崿嵔崫崨

トラック（੤両）峙پ
ઘ制の対଴となり峨せん
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ଭ⽤型茶園防除機等 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟茶

ਖः合ॎच先؟
ૈ੪機⼯（ઙ）
TEL1161-36-0993؟

ٳ 輸出拡⼤に当たり化学農薬のઞ⽤低減が੷められる茶の栽培において、防除効果を維持しながら農
薬散布量を削減できるଭ⽤型茶園防除機について、PR活動の強化や୿ଡ଼の拡⼤、アフターサービス
のౄ実に取り組み、その普及拡⼤を௕る岞

岧主なহ業৔ઍ岨
• 動画やチラシ、カタログを製作しPR活動をౄ実
• 化学農薬のઞ⽤低減に取り組む、輸出を⾏峍

ている農業঻等を対଴に実౰デモを実施

岧主たるহ業所の所૔地岨
⿅児島県વృପ৘

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڱফگা ع ഥਮ10ফگা

ानॉ投資促進
ઘ制対଴機༊ 

ଭ৷஑ภ園ଆ௾機

ঐॽ॔५উঞॵॲؚ有機肥料散布機等 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟畑作ؚ露地野菜

ਖः合ॎच先؟
（ઙ）ॱढ़य़ॱ
TEL3119-63-0595؟

ٳ 峥場૖੯等の஘رなニー崢に対応したマニアスプ嵔ッダ（堆肥散布機）や、有機肥料のスムー崢な散
 布を可能とする有機肥料散布機等の普及拡⼤を⽬指し、製品ງ介動画等によるPR活動の強化や  

     新たな୿ଡ଼開ิ等に取り組む岞

岧主なহ業৔ઍ岨
• 動画やチラシを新たに作成し、PR活動をౄ実
• 展ંভへの出展や、現地実౰ভの開ಈ等を通

じた新規୿ਲ਼ルートの開ิ

岧主たるহ業所の所૔地岨
三重県名୑৘

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڱফگা ع ഥਮ10ফ3া

ानॉ投資促進
ઘ制対଴機༊

嵆崳崊崡崿嵔崫崨

肥料೴়ങഘ機
（崾嵔嵛崱崥嵤嵗）

有機肥料ങഘ機
（崘嵑嵛崱崐嵤崡）
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⾊ཪ選別機 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟⽔稲

ਖः合ॎच先؟
স⼦農機（ઙ）
TEL2111-561-048؟

ٳ 環境保全型農業や有機農業の実ᄷにൣい課਻となるሣਡ⽶等によるコメの品質低ৣを防岺⾊ཪ選
 別機の普及拡⼤に向けて、プロモーション活動、୿ਲ਼・サポート体制の強化に取り組み、環境保全型農 

     業の推進に貢献する岞

岧主なহ業৔ઍ岨
• ⾃঺嵃ームページの製品ページやカタログのౄ実
• ૚種展ંভや現地実౰ভの実施
• サポートセンターを通じて、୿ਲ਼・サポート体制を

ੜ強

岧主たるহ業所の所૔地岨
൮௣県ಭ⽣৘

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڱফگা ع ഥਮ10ফگা

ानॉ投資促進
ઘ制対଴機༊

౦ཪ選શ機

⾃動᪶⽔؞施肥制御装઼ 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟施設園芸

ਖः合ॎच先؟
நఈঃॖউ（ઙ）
TEL3079-3549-03؟

ٳ 施設園芸における崷ウス৔環境や、養液⼟࿊栽培の᪶⽔・施肥作業を⾃動制御し、化学肥料の効
率的な施⽤等を可能とする環境制御装઼の普及拡⼤に向けて、アフターサポートのౄ実やPR活動の
強化に取り組む岞

岧主なহ業৔ઍ岨
• ঺৔研ఊのౄ実や、⾃঺農場での栽培実証で

੭られた知⾒の嵎ーザーへの൬੪等の取組により、
භ⼊৏のサポート体制を構築

• ⾃঺農場での実証品⽬の拡⼤
• 製品カタログ、製品PR⽤の嵃ームページのౄ実

岧主たるহ業所の所૔地岨
ূ਎੃中央ય

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڱফگা ع ഥਮ10ফگা

ानॉ投資促進
ઘ制対଴機༊ 

ঽ৿᪶水嵣施肥਑౪ಎ઼
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家畜排चण物भ⾃動ᣣ᢭機 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟畜産

ਖः合ॎच先؟
（ઙ）天ઋ製作所
TEL1825-47-0986؟

ٳ ⾼温での発ᇪを促進し、⾼品質な堆肥⽣産を可能とする家畜排せつ物の⾃動ᒘ᢭機の⽣産体制の
強化・普及拡⼤を௕り、堆肥の利⽤促進による化学肥料のઞ⽤低減に貢献岞

岧主なহ業৔ઍ岨
• ⽣産体制の強化を௕るため、⼈৩をੜ強するとと

もに技術঻を育成
• 新たな୿ଡ଼開ิに向けたパンフ嵔ットの作成
• 取ඞ૲やメンテナンス業঻との৴௚強化によるアフ

ターサービスのౄ実

岧主たるহ業所の所૔地岨
宮崎県੃ଗ৘

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڱফگা ع ഥਮ10ফ12া

ानॉ投資促進
ઘ制対଴機༊

嵕嵤崧嵒嵤ૄঽ৿ᣣ᢭機

崡崗嵒嵍嵤ૄ発ᇪᣣ᢭機

低温C2ĉ局所施⽤३५ॸ঒ 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟施設園芸

ਖः合ॎच先؟
（ઙ）ยਮ 
TEL1751-44-0285؟

ٳ 低温C2ĉ局所施⽤システム峙、従来のC2ĉ施⽤技術で峙୔しか峍た低温でのC2ĉの局所施⽤を
 可能とする岽とで、施設園芸における収量当たりの温室効果ガス排出量削減に貢献岞

ٳ 製品の普及拡⼤に向けて、導⼊実証や製品のPR、メンテナンス体制のౄ実等に取り組む岞
岧主なহ業৔ઍ岨
• 地্⾃੘体の農業試験場や農業⼤学ૅ等と৴௚し、

஘رな品⽬において、導⼊実証を⾏岰とともに、モデルುਡ
づくりを推進

• 製品カタログ、製品PR⽤の嵃ームページのౄ実等によるੳ
知度向上

• 展ંভ等への出展等による୿ଡ଼開ิ
• 関બメーカーとの৴௚を強化し、メンテナンスや⽣産の体制

をౄ実

岧主たるহ業所の所૔地岨
栃⽊県ৣ野৘

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڱফگা ع ഥਮ10ফگা

଩ആ&2ĉଂਚ施৷崟崡崮嵈
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可変施肥機ؚड़ই७ॵॺ३গঞॵॲش等 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟⽔稲ؚ畑作ؚ露地野菜

ਖः合ॎच先؟
⽇本ॽগش঍ছথॻ（ઙ）
TEL2025-221-011؟

ٳ 施肥マップに基づき精ഡな可変施肥が可能な肥料散布機や、施肥設ੑの基ຊとなる収量データを取
੭する収穫機、኶ᄪや法એの除草作業を効率化する除草機の普及拡⼤を⽬指し、実౰デモ等の஋
極的なPR活動やアフターサービス体制のౄ実を௕る岞

岧主なহ業৔ઍ岨
• 展ંভ・実౰ভへの஋極的な出展や

実౰デモ等のPR活動により、୿ଡ଼を拡⼤
• ୿ਲ਼担当঻への研ఊ等により୿ਲ਼や

アフターサービスの体制をౄ実

岧主たるহ業所の所૔地岨
北海道ైච৘

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڱফڰা ع ഥਮ10ফگা

崒崽崣崫崰崟嵍嵔崫崨嵤
（௾ൃ機）

崽崉崮嵑崌崞嵤崡崿嵔崫崨嵤
（૭૗施肥機）

፳場৔の場所岾とにੑ測される
収量及び⽔分データから作成さ
れる収量マップ（次期作の施肥
設ੑに活⽤）

施肥マップに指定した
分峊け肥料を散布

൤ৢ஑崛嵛崸崌嵛طঽ௒ૄ崽崑嵔嵤崠崷嵤嵁崡崧嵤
（ઽᄥ崯嵤崧峼਄੭峃峵ઽᄥ機）

ानॉ投資促進
ઘ制対଴機༊

ডॖॻ५উঞॵॲؚشঈش঒ঔ॔等 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟⽔稲ؚ畑作ؚ露地野菜

ਖः合ॎच先؟
（ઙ）অ॥থ४কঃথ
TEL2241-26-0123؟

ٳ *NSSのਜ਼઼情報や施肥マップに基づく可変施肥機能を࿌載した嵗イドスプ嵔ッダーや農薬の局所散布
が可能なセクションコントロールスプ嵔ーヤー、኶ᄪにおける除草作業を効率化するブームモア等の普及拡
⼤を⽬指し、஋極的なPR活動やサポート体制のౄ実に取り組む岞

岧主なহ業৔ઍ岨
• :eEサイトやSNS、動画等を活⽤した情報

発ਦをౄ実するとともに、展ંভや実౰ভへ
の出展ᄄ度を⾼め、୿ଡ଼開ิに取り組む岞

• 全国の営業担当঻や指定ディーラーに対して
定期的に技術൥ಆভ等を実施し、現場への
サポートを強化する岞

岧主たるহ業所の所૔地岨
൮௣県さいた峨৘

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڱফڰা ع ഥਮڵফ12া

嵗崌崱崡崿嵔崫崨嵤

崣崗崟嵏嵛崛嵛崰嵕嵤嵓崡崿嵔嵤嵌嵤 崾嵤嵈嵊崊崒崽崣崫崰崟嵍嵔崫崨嵤

ानॉ投資促進
ઘ制対଴機༊ 
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஡⼦式ൊ࿿地草刈機 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟⽔稲

ਖः合ॎच先؟
ঁ५ॡংشॼ؞८ঀ॔（ઙ）
TEL1116-243-049؟

ٳ ஡⼦式ൊ࿿地草刈機峙૶ൊ࿿地（20度عਈ⼤60度）でのઞ⽤が可能で岬り、特に኶ᄪ・法એが
きつい中⼭৑地において除草作業を効率化し、化学農薬のઞ⽤を低減した環境保全型農業等の
取組拡⼤にఞଖ岞

ٳ 実౰ভや展ંভへの஋極的な出展を通じて、ੳ知度向上と普及拡⼤に取り組む岞

岧主なহ業৔ઍ岨
• 展ંভへの出展や実౰ভのᄄ度を⾼め、

営業機ভを新たに൉出
• <oXWXEe等でのオンライン広ઔや、

新ୂ等にも広ઔ掲載を⾏岰

岧主たるহ業所の所૔地岨
൮௣県川௭৘

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڱফڰা ع ഥਮ10ফگা

஡৕ૄൊ࿿地ൃ࿘機

ानॉ投資促進
ઘ制対଴機༊

⽔⽥⽤除草機 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟⽔稲

ਖः合ॎच先؟
（ઙ）⼤೔製作所
TEL2525-444-052؟

ٳ ੂ期除草から中࿊除草、中๝しৎのདྷજり峨での作業に対応し、岽れを軽労化する⽔⽥⽤除草機の
 普及拡⼤のため、アフターサービスやPR活動のౄ実を௕り、環境଀෰低減と有機農業の拡⼤に貢献岞

岧主なহ業৔ઍ岨
• 全国૚地の୿ਲ਼代理૲に向けて、⽔⽥⽤除草

機に関する研ఊや実౰を実施
• 軽トラックへの஋載্法や峥場におけるターンなど

のノウ崷ウが૑要な作業についての指導の実施
• 動画やマニュアルを作成し+Pに掲載

岧主たるহ業所の所૔地岨
愛知県海部໡⼤੘঴

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڱফڰা ع ഥਮڵফ12া

水ি৷௾ൃ機

૖タイプのものです岞ڳ、除草作業中の୼ઌ峙پ

ानॉ投資促進
ઘ制対଴機༊
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家畜排चण物भഡ൷ອ型॥থএ५ॺ 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟畜産

ਖः合ॎच先؟
中部ग़॥ॸॵॡ（ઙ）
TEL5590-332-052؟

ٳ 省スペース・省エネルギーで਍定的に家畜排せつ物由来の堆肥⽣産を可能とするഡ൷ອ型コンポストの
⽣産体制の強化・普及拡⼤を௕り、化学肥料のઞ⽤低減に貢献岞

岧主なহ業৔ઍ岨
• 製造⼯ஙの効率化等により⽣産体制を強化
• 技術঻のੜ৩や技術঻をੳ定するல組みを

制定し、アフターサービスをౄ実
• 現地ହ৥ভや展ંভへの出展、カタログ作

成等によりPRを強化

岧主たるহ業所の所૔地岨
愛知県名ଽો৘

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڱফڰা ع ഥਮ10ফگা

ഡ൷ອ஑崛嵛嵅崡崰

ानॉ投資促進
ઘ制対଴機༊ 

⾊ཪ選別機 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟⽔稲

ਖः合ॎच先؟
ಯળ製機（ઙ）
TEL2822-23-0538؟

ٳ 化学農薬のઞ⽤低減に当た峍て課਻となるコメの品質低ৣを防岺⾊ཪ選別機峙、環境଀෰低減に取り
組む農業঻の所੭維持・向上にఞଖ岞

ٳ 主に中⼩規模の経営体をターゲットとしたPR活動を実施し、୿ਲ਼・サポート体制の強化に取り組む岞

岧主なহ業৔ઍ岨
• 全国ڵか所の営業所に加岲、新たにサービス੻

౏ভ঺を設઼しアフターサービス体制を強化
• ૚展ંভへの஋極的な出展
• 中⼩規模の⽣産঻にターゲットを๮り実౰デモを

実施

岧主たるহ業所の所૔地岨
ಯળ県ฦ੩৘

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڱফڰা ع ഥਮ10ফگা

౦ཪ選શ機

ानॉ投資促進
ઘ制対଴機༊
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࿌載型堆肥散布機 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟畑作ؚ露地野菜

ਖः合ॎच先؟
（有）北஛国ग़থ४ॽ॔জথॢ
TEL6668-879-087؟

ٳ トントラックに࿌載可能な堆肥散布機により、堆肥の஋੢から散布峨での作業を効率化岞ڮ
ٳ 展ંভへの出展やデモ機の೵出しを⾏い、ੳ知度向上及び୿ଡ଼拡⼤につなげる岞

岧主なহ業৔ઍ岨
• 展ંভへの出展回数をੜやし、新たな୿ଡ଼

開ิを⾏岰
• デモンスト嵔ーション機の೵出しを通じ、

その有⽤性をアピールし、普及拡⼤を௕る

岧主たるহ業所の所૔地岨
ಘ川県⾼ૈ৘

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڱফڰা ع ഥਮ10ফڰা

࿌ൗ஑ᇊ肥ങഘ機

トラック（੤両）峙ઘ制の対଴となり峨せんپ

ानॉ投資促進
ઘ制対଴機༊ 

ॺছॡॱ⽤॔ش঒式草刈機 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟⽔稲

ਖः合ॎच先؟
三陽機ஓ（ઙ）
TEL2871-64-0865؟

ٳ トラクタ⽤アーム式草刈機峙、独⾃の技術でモアー部分にڮ૖らせん配ഔ等を⽤いる岽とにより、
 ⽔⽥኶ᄪ・法એの除草作業を効率化し、化学農薬のઞ⽤低減にఞଖ岞

ٳ 営業体制の強化、୿ଡ଼の開ิ、PR活動を⾏い、普及拡⼤を⽬指す岞

岧主なহ業৔ઍ岨
トラクタ⽤アーム式草刈機の普及・拡⼤により、環境଀෰

低減にఞଖするため、
• ୿ਲ਼৩のੜ৩や୿ਲ਼৩向け実地研ఊを⾏い、営業体

制を強化
• ૚種展ંভへの出展や実౰ভの開ಈにより୿ଡ଼を開ิ
• 機༊をઞ⽤した作業௯ବの動画発ਦ等により、化学農

薬のઞ⽤低減へのఞଖをPR

岧主たるহ業所の所૔地岨
ળ⼭県ฒઠ໡౔ທ঴

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڱফڱা ع ഥਮڵফڱা

崰嵑崗崧৷崊嵤嵈ૄൃ࿘機

ानॉ投資促進
ઘ制対଴機༊
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ड़ই७ॵॺঔ॔ 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟⽔稲

ਖः合ॎच先؟
⼩ଶ⼯業（ઙ）
TEL3111-298-086؟

ٳ オフセットモア峙、独⾃の技術でൊ࿿地の除草෇೧を拡⼤する岽とにより、⽔⽥኶ᄪ・法એにおける除
草作業を効率化し、化学農薬のઞ⽤を低減した環境保全型農業等の取組拡⼤にఞଖ岞

ٳ 実౰ভや展ંভへの஋極的な出展を通じて、ੳ知度向上と普及拡⼤に取り組む岞

岧主なহ業৔ઍ岨
オフセットモアの普及・拡⼤により、環境଀

෰低減にఞଖするため、
• チラシの製作、 +Pへの੶載のౄ実等に

よりPR活動を強化
• オフセットモアのマニュアルを動画で作成

し、全国の୿ਲ਼૲へ઀୹する岽とで、භ
⼊৏のサポート体制をౄ実

岧主たるহ業所の所૔地岨
ળ⼭県ળ⼭৘

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڱফڲা ع ഥਮ10ফڱা

ानॉ投資促進
ઘ制対଴機༊ 

崒崽崣崫崰嵊崊

養液ौૌ装઼ 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟施設園芸

ਖः合ॎच先؟
（ઙ）太陽
TEL1230-846-088؟

ٳ 独⾃のჍ処理技術を⽤いた養液峷ૌ装઼により、みょ岰がやトマト等の養液栽培における排液の࿯環
利⽤を可能とし、化学肥料のઞ⽤低減にఞଖ岞

ٳ 普及拡⼤を⽬指し、PR活動やサポート体制の強化に取り組む岞

岧主なহ業৔ઍ岨
養液峷ૌ装઼の普及・拡⼤により、環境

଀෰低減にఞଖするため、
• パンフ嵔ットの作成や展ંভへの出展、

現地ହ৥ভの実施等により୿ਲ਼を拡⼤
• 広域的な୿ਲ਼・サポート体制に向けて、

全国૚地の୿ਲ਼代理૲とのੈ⼒体制
を構築

岧主たるহ業所の所૔地岨
⾼知県⾼知৘

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڱফڱা ع ഥਮ10ফگা

養液峷ૌಎ઼

0.01 m

ानॉ投資促進
ઘ制対଴機༊ 
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基ྂ病⽤蒸熱処理装઼ 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟畑作（१ॶঐॖঔ）

ਖः合ॎच先؟
三ପ産業（ઙ）
TEL1821-269-099؟

ٳ 基ྂ病⽤蒸熱処理装઼峙、⽔蒸気と熱により種イモを消෼する岽とでサツマイモ基ྂ病の発病リスクを
 軽減岞薬剤による種イモ消෼に代౹する技術として化学農薬のઞ⽤低減にもఞଖ岞

ٳ ୿ਲ਼体制の強化、୿ଡ଼の開ิ等を⾏い、普及拡⼤を⽬指す岞

੦ྂ୰৷Ⴊ೸૪৶ಎ઼岧主なহ業৔ઍ岨
基ྂ病⽤蒸熱処理装઼の普及・拡⼤により、環境଀

෰低減にఞଖするため、
• 全国の୿ਲ਼ੈ⼒૲でૹ品知識を⾼めるための研ఊを

⾏い、୿ਲ਼体制を強化
• みどり戦略を౷峨岲たカタログ等の作成や、

૚種展ંভへの஋極的な出展により୿ଡ଼を開ิ
• 種イモਰਗの⻘果イモや根菜類等における

有効性の検証に取り組む

岧主たるহ業所の所૔地岨
⿅児島県⿅児島৘

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڱফڲা ع ഥਮڵফڴা

ानॉ投資促進
ઘ制対଴機༊

५ছॖॻঔ॔ 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟⽔稲

ਖः合ॎच先؟
ૈ⼭（ઙ）
TEL7511-42-0268؟

ٳ スライドモア峙、独⾃技術で地એのᐄ᏾に合峹せて刈取ഓ度を調整する岽とで、኶ᄪ・法એでの除草
作業を効率化し、化学農薬のઞ⽤低減の取組拡⼤にఞଖ岞

ٳ ୿ଡ଼拡⼤を⽬指し、PR活動やサポート体制の強化に取り組む岞

岧主なহ業৔ઍ岨
スライドモアの普及拡⼤により、環境଀෰低減にఞଖ

するため、
• 展ંভ・実౰ভへの஋極的な出展や実౰デモ等の

PR活動を⾏い、୿ଡ଼を開ิ・拡⼤する
• 全国の୿ਲ਼代理૲に対して研ఊভ等を実施し、

୿ਲ਼やアフターサービス体制のౄ実を௕る

岧主たるহ業所の所૔地岨
⻑野県上⽥৘

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڱফڴা ع ഥਮڵফڳা

崡嵑崌崱嵊崊

ानॉ投資促進
ઘ制対଴機༊ 

ঞংشඝ作で刈取ॉഓ度॑調整可能
2.3Wਰ上及ल3.8W未௥भॺছॡॱप装着可能

জঔ॥থඝ作で刈取ॉഓ度॑調整可能
1.5Wਰ上及ल2.35W未௥भ⼩型ॺছॡॱप装着可能
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家畜排चण物भ⾃動ᒘ᢭機 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟畜産

ਖः合ॎच先؟
ઢ樹ઈဦ機⼯業（ઙ）
TEL2511-52-0952؟

ٳ ⾼品質な堆肥⽣産を可能とする஘رなタイプの家畜排せつ物の⾃動ᒘ᢭機を⽤ਔし、多஘な選උ
࿔を⽤ਔする岽とで、堆肥の利⽤促進による化学肥料のઞ⽤低減にఞଖ岞୿ਲ਼体制の強化を௕り、
ృପਗへの୿ଡ଼拡⼤に取り組む岞

岧主なহ業৔ઍ岨
⾃動ᒘ᢭機の普及拡⼤により、環境଀෰低

減にఞଖするため、
• ృପਗの未開ิ地域での୿ਲ਼体制を構築し、

୿ଡ଼拡⼤に取り組む
• メンテナンスುਡを新たにੜ設する岽とでサポー

ト体制をౄ実
• ુཫভなどのイ嵁ントへの出展等を通じてੳ知

度向上を௕る

岧主たるহ業所の所૔地岨
福ળ県୲留⽶৘

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڱফڴা ع ഥਮ10ফگা

崽崠崕ૄ嵕嵤崧嵒嵤
ᒘ᢭発ᇪ機

崽崠崕ૄ崡崗嵒嵍嵤
発ᇪᒘ᢭機

崡崗嵤崿ૄ
ᒘ᢭発ᇪ機

崰嵑崸嵤崝嵤ૄ嵕嵤崧嵒嵤
発ᇪ機

ानॉ投資促進
ઘ制対଴機༊ 

蒸熱処理装઼ 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟畑作ؚ施設園芸

ਖः合ॎच先؟
（ઙ）)T+
TEL1201-286-099؟

ٳ 蒸熱処理装઼峙、ᆳਮ⽔蒸気で種၈を消෼する岽とで病害⾍の発⽣リスクを軽減岞
 ்広い作物に対応した製品をラインナップし、薬剤による消෼に代౹する技術として化学農薬の
 ઞ⽤低減にఞଖ岞

ٳ ୿ଡ଼拡⼤を⽬指し、୿ਲ਼体制の強化やPR活動に取り組む岞
岧主なহ業৔ઍ岨

熱処理装઼の普及拡⼤により、環境଀෰低減に
ఞଖするため、
• ୿ਲ਼ੈ⼒૲向けの研ఊভや展ંভを定期的に

⾏い、୿ਲ਼体制の強化を௕る
• 環境଀෰低減にఞଖする技術で岬る岽とを੶載

したパンフ嵔ットを作成し、୿ਲ਼活動に活⽤する

岧主たるহ業所の所૔地岨
⿅児島県⿅児島৘

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڱফڵা ع ഥਮ10ফگা

Ⴊ೸૪৶ಎ઼

ानॉ投資促進
ઘ制対଴機༊
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⾃動᪶⽔؞施肥制御装઼ 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟施設園芸

ਖः合ॎच先؟
（ઙ）४ঙॖ؞ডشঝॻ؞ঃ३ইॕॵॡ
TEL8133-44-0172؟

ٳ ⾃動᪶⽔・施肥制御装઼峙、᪶⽔制御技術と஘رなセンサを組み合峹せる岽とで、施設園芸における
   ᪶⽔・施肥作業を⾃動化・ਈ適化し、化学肥料のઞ⽤低減にఞଖ岞

ٳ 製造・୿ਲ਼・メンテナンス体制を強化し、ূ北管৔に留峨ら峄全国へ向けて普及拡⼤を௕る岞

岧主なহ業৔ઍ岨
化学肥料のઞ⽤低減に貢献する⾃動Ᏺ⽔・施肥

  制御装઼の普及拡⼤に向け、
• 製造部⾨の⼈৩強化
• ୿ਲ਼・メンテナンス体制の全国展開
• 現地ହ৥ভや展ંভの実施強化に取り組む岞

岧主たるহ業所の所૔地岨
⻘஌県਴川৘

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڱফڵা ع ഥਮ10ফڴা

ঽ৿᪶水嵣施肥਑౪ಎ઼

ानॉ投資促進
ઘ制対଴機༊ 

ड़ই७ॵॺ३গঞॵॲؚش可変施肥機等 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟⽔稲ؚ畑作ؚ露地野菜

ਖः合ॎच先؟
ग़঒؞ग़५شॣ؞農業機༊（ઙ）
TEL3100-33-0123؟

ٳ ኶ᄪの除草を効率化・਍定化するオフセットシュ嵔ッダー及びブームモアー峙、化学農薬のઞ⽤低減
にఞଖ岞峨た、施肥マップに基づき、精ഡな可変施肥が可能なフ崉テライザースプ嵔ッダー峙、化学肥料
のઞ⽤低減にఞଖ岞

ٳ 岽れらの機༊の普及拡⼤を⽬指し、୿ਲ਼体制の構築やPR活動に取り組む岞

岧主なহ業৔ઍ岨
オフセットシュ嵔ッダー等の普及拡⼤により、環境଀

෰低減にఞଖするため、
• 全国の営業ುਡを中ੱに、ੈ⼒૲や農ੈを通じ

た୿ਲ਼体制を構築
• 展ંভや実౰ভにおけるఢ知の強化により、୿

ଡ଼を拡⼤

岧主たるহ業所の所૔地岨
北海道౩൦৘

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڱফ11া ع ഥਮ10ফگা

ानॉ投資促進
ઘ制対଴機༊

崒崽崣崫崰崟嵍嵔崫崨嵤 崾嵤嵈嵊崊嵤

崽崉崮嵑崌崞嵤崡崿嵔崫崨嵤（૭૗施肥機）

ୋ星データを基に⽣育૾ய等に基づく
施肥マップと৴動
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排液জ१ॖॡঝ३५ॸ঒ 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟施設園芸

ਖः合ॎच先؟
ॺচॱॿ（ઙ）
TEL2007-41-0532؟

ٳ 排液リサイクルシステム峙、養液栽培における化学肥料のઞ⽤低減にఞଖ岞本システム峙、排液をリサ  
     イクルする際に課਻となる養液の肥料濃度を、独⾃の技術で਍定化岞
ٳ 本システムの普及拡⼤を⽬指し、PR活動や୿ਲ਼体制の強化に取り組む岞

岧主なহ業৔ઍ岨
化学肥料のઞ⽤低減にఞଖする排液リサ

イクルシステムの普及拡⼤のため、
• ഥਮڲফڴাの୿ਲ਼（予定）に先⽴ち、

全国の展ંভで情報発ਦや୿ਲ਼体制の整
૟を⾏岰

• 研究農場での実規模栽培を⾏い、⽣産঻
に対して఻体的な導⼊効果をંすデータを
઀୹

岧主たるহ業所の所૔地岨
愛知県௹ଶ৘

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڱফ11া ع ഥਮ10ফ8া

ानॉ投資促進
ઘ制対଴機༊

排液リサイクルシステム
（令和６年８月販売開始予定）

⋇排液タンクの
ECセンサで濃度を確ੳ

⋈ൌ๸タンクで
 給液と排液のસ合を調整

⋇排液タンク

⋈ൌ๸タンク

排液をリサイクルしつつ
養液の肥料濃度の

਍定化

家畜排चण物भ⾃動ᒘ᢭機 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟畜産

ਖः合ॎच先؟
ઙ式ভ঺ળ⽥製作所
TEL3838-74-0276؟

ٳ ⾼品質な堆肥⽣産を可能とする家畜排せつ物の⾃動ᒘ᢭機峙、堆肥の利⽤促進による化学肥料の
ઞ⽤低減にఞଖ岞஘رな規模の施設に対応した⾃動ᒘ᢭機を⑫岲て、୿ਲ਼体制の強化を௕り、全
国への୿ଡ଼拡⼤に取り組む岞

岧主なহ業৔ઍ岨
஘رな規模の施設に対応した⾃動ᒘ᢭機

の普及拡⼤により、環境଀෰低減にఞଖする
ため、
• આফ度新たに૦築した⼯場の作業৩をੜ

৩し、⽣産体制のಌなるౄ実を௕る
• ⾃動ᒘ᢭機の⽣産能⼒の維持、⻑ํ୵化

のため、定期メンテナンスを推進
• 製品ງ介動画の作成やメディアの活⽤を通

じてੳ知度の向上を௕る

岧主たるহ業所の所૔地岨
ණ஝県ை林৘

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڲফڮা ع ഥਮ11ফگা

ानॉ投資促進
ઘ制対଴機༊

੦ຊ峔峁嵕嵤崧嵒嵤ૄᒘ᢭機

崡崗嵤崿ૄ
ᒘ᢭発ᇪ機

嵕嵤崧嵒嵤
ૄᒘ᢭機

崡崗嵒嵍嵤ૄ
ᒘ᢭機
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೤油加温機ध঄شॺএথউभ৴動制御३५ॸ঒ 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟施設園芸

ਖः合ॎच先؟
ॿএথ（ઙ）
TEL3269-247-046؟

ٳ 施設園芸において、೤油加温機と崺ートポンプを৴動制御して、崺ートポンプを優先的にઈૡさせるシス 
     テム峙、温度管理をਈ適化し೤油ઞ⽤量の低減にఞଖ岞
ٳ 製品の普及拡⼤に向けて、製品のPRやઞ⽤঻の環境配ൟのਔ識醸成等に取り組む岞

岧主なহ業৔ઍ岨
೤油加温機と崺ートポンプを৴動制御して、崺ート

ポンプを優先的にઈૡさせるシステムを普及拡⼤し、
೤油ઞ⽤量の低減にఞଖするため、
• 製品カタログ、製品PR⽤の嵃ームページのౄ実や

展ંভ等への出展等により୿ଡ଼開ิを௕る
• 全国の営業所で঺৩研ఊを強化し、アフターサービ

スのౄ実により普及拡⼤を௕る
• スマ嵃アプリとの৴動によりC2ۄ削減量を可ଳ化し、

ઞ⽤঻の環境配ൟのਔ識醸成に取り組む

岧主たるহ業所の所૔地岨
ূ਎੃෡દય

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڲফڰা ع ഥਮ10ফگা

崊崿嵒઺એ

崺ートポンプ

崷崎崡崓崒嵛崕

೤అਸആ機

崺嵤崰嵅嵛崿
凚਑౪崟崡崮嵈

農業⽤ॻটشথ 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟⽔稲ؚ畑作ؚ露地野菜

ਖः合ॎच先؟
（ઙ）ॼॖঝডشॡ५
TEL3071-5577-03؟

ٳ データに基づく⾃動⾶⾏と農薬の局所散布が可能な国産農業⽤ドローン峙、化学農薬のઞ⽤低減に
ఞଖ岞

ٳ 実証実験の拡⼤や୿ଡ଼の開ิに取り組み、普及拡⼤を௕る岞

岧主なহ業৔ઍ岨
データに基づく⾃動⾶⾏と農薬の局所散布が可能な農業⽤ド

ローンを普及拡⼤し、化学農薬のઞ⽤低減にఞଖするため、
• ⽔稲・⼩⻨・野菜等での実証試験を⾏い、農業現場への୪੷

⼒を⾼める
• 営業ುਡをੜやし、୿ਲ਼体制を強化する
• ウェブサイトやマスメディア、展ંভへの出展等を通じて୿ଡ଼を開

ิする
• その他、化学肥料のઞ⽤低減に関する実証試験も実施する

岧主たるহ業所の所૔地岨
ূ਎੃૸代⽥ય

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڲফگা ع ഥਮ10ফ12া

ानॉ投資促進
ઘ制対଴機༊

センシングによる予測

ドローンによる散布の஘⼦

センシングデータに基づき⽔稲倒伏の発⽣ᆽ所を予測し、倒伏軽
減剤のスポット散布を⾏岰岽とで、農薬のઞ⽤を低減しつつ、倒伏
の影஭を軽減

スポット散布実施৏
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家畜排चण物भ⾃動ᒘ᢭機 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟畜産

ਖः合ॎच先؟
(ઙ)ঁشঋ५ॺ४ঙॖ
TEL9381-246-029؟

ٳ ⾼回ૡのロータリーやڮກ回ૡのスクリューにより஀気発ᇪを促し、⾼品質な堆肥⽣産を可能とする家
     畜排せつ物の⾃動ᒘ᢭機峙、堆肥の利⽤促進による化学肥料のઞ⽤低減にఞଖ岞
ٳ ୿ਲ਼ษઠをੜ設し、アフターサービス体制のౄ実等を௕り、全国への୿ଡ଼拡⼤に取り組む岞

岧主なহ業৔ઍ岨
⾃動ᒘ᢭機の普及拡⼤により、化学肥料の

ઞ⽤低減にఞଖするため、
• より⾼性能なᒘ᢭機をᆛ価で୿ਲ਼できるよ岰、

2EMの製造ラインを開発・整૟する
• ୿ਲ਼ษઠをੜ設し、アフターサービス体制のౄ

実を௕り、全国への୿ଡ଼拡⼤に取り組む
• 畜産農家向けパンフ嵔ットの作成、૚種展ં

ভへの出展により、ੳ知度向上を௕る

岧主たるহ業所の所૔地岨
⑞ଗ県⽔ૺ৘

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڲফڳা ع ഥਮ11ফڴা

ानॉ投資促進
ઘ制対଴機༊

崡崗嵒嵍嵤ૄᒘ᢭機

嵕嵤崧嵒嵤ૄᒘ᢭機

蒸気除草機 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟茶

ਖः合ॎच先؟
ढ़ড१य़機⼯（ઙ）
TEL1791-27-0537؟

ٳ 蒸気除草機峙、茶園において࿌載されたボイラーでᅋྐྵさせた蒸気をᇞ৑に直ம฾き付ける岽とによ峍
 て、茶樹に影஭をଖ岲る岽となく雑草のみをႶらす岽とができるため、化学農薬のઞ⽤低減にఞଖ岞

ٳ 嵃ームページでの製品ງ介・作業動画の配ਦに加岲、展ંভや実౰ভを開ಈし、全国の茶産地での    
 普及拡⼤を⽬指す岞

岧主なহ業৔ઍ岨
蒸気除草機の普及・拡⼤により、茶園での化学農薬のઞ

⽤低減にఞଖするため、
• 嵃ームページでの製品ງ介・作業動画配ਦを⾏岰
• ૚種展ંভや現地実౰ভを開ಈし、農業঻にPRを⾏岰
• 国৔の営業所ڳುਡを主にしたサポート体制を構築に取

り組む

岧主たるহ業所の所૔地岨
ಯળ県ෳ川৘

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڲফڲা ع ഥਮ11ফڴা

ानॉ投資促進
ઘ制対଴機༊ 

蒸気をᇞ৑に฾き付け ᇞ৑の雑草がႶଈ
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家畜排चण物भ⾃動ᒘ᢭機 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟畜産

ਖः合ॎच先؟
⽇本家畜നಔ(ઙ)
TEL5735-64-0155؟

ٳ ૦ોの設઼を૑೼とせ峄、⾃動ᒘ᢭機よりも維持管理ાが抑岲られ、堆஋্式よりもಢ期৑での堆
肥化を可能とするトラクターᏋਬ式コンポストターナーを全国の酪農家・畜産農家等に୿ਲ਼し、堆肥の
利⽤促進による化学肥料のઞ⽤低減にఞଖ岞

岧主なহ業৔ઍ岨
コンポストターナーの普及拡⼤により、化学肥料の

ઞ⽤低減にఞଖするため、
• グループভ঺で岬るഐ๋精液୿ਲ਼ভ঺の取ਬ

先で岬る全国の酪農家・畜産農家・関৴হ業
঻に定期的な営業઀੧やパンフ嵔ット配布を実
施する

• 国৔૚地域でアフターサービスなどを੻౏できる
ੈ⼒૲を開ิする

岧主たるহ業所の所૔地岨
北海道ఝ広৘

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڲফڴা ع ഥਮ10ফڵা

ानॉ投資促進
ઘ制対଴機༊ 

崰嵑崗崧嵤Ꮛਬૄ崛嵛嵅崡崰崧嵤崲嵤

ઈဦৎ峘஄ଙ ᣣ᢭ৎ峘஄ଙ

ছ४॥থ式草刈機 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟⽔稲

ਖः合ॎच先؟
ड़ढ़ॿॶ⼯業（ઙ）
TEL5962-948-086؟

ٳ 従来のラジコン式草刈機のઞ⽤ができない໭い኶ᄪや法એでの除草作業を効率化する⼩型のラジコン
式草刈機を普及拡⼤し、化学農薬のઞ⽤低減にఞଖ岞

ٳ 展ંভや実౰ভへの૞加、:EB広ઔ等によるPR活動を強化し、普及拡⼤に取り組む岞

岧主なহ業৔ઍ岨
ラジコン式草刈機の普及拡⼤により、化学農薬のઞ

⽤低減にఞଖするため、
• ୿ਲ਼ುਡをੜ設する岽とにより、アフターサービス等

のサービス体制と୿ਲ਼体制を強化する
• 展ંভや実౰ভ、:EB広ઔ等によるPR活動を

⾏岰
• 次型式への新機能（⾃⽴௒⾏・AI機能）の導

⼊の検ୈを⾏岰

岧主たるহ業所の所૔地岨
ળ⼭県ળ⼭৘

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڲফڴা ع ഥਮ11ফگা

ानॉ投資促進
ઘ制対଴機༊

ラジコン式草刈機

226



઄൷鎖型換気३५ॸ঒؞७঑ॡটش६ॻঁक़५ 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟施設園芸

岧主なহ業৔ઍ岨
઄൷鎖型換気システム及びセミクロー崢ド崷ウスの普及・拡⼤により、

化学農薬のઞ⽤低減にఞଖするため、
・嵃ームページやSNSでの製品ງ介
・૚種展ંভや現地実౰ভを開ಈし、農業঻にPRに取り組む

岧主たるহ業所の所૔地岨
愛知県௹ଶ৘、愛知県刈દ৘、ূ਎੃௃ય

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڲফ8া ع ഥਮ11ফ3া

ٳ ઄൷鎖型換気システム及び天ษがないセミクロー崢ド崷ウス峙、開ઠ部を減らした上で、ਸ਼੸種換気
（機༊吸気、⾃ே排気）へのૡ換により崷ウス৔を陽ಓに保つ岽とにより、害⾍の෶⼊を防岸、化学農

     薬のઞ⽤低減にఞଖ岞
ٳ 嵃ームページやSNSでの製品ງ介に加岲、展ંভや実౰ভを開ಈし、普及拡⼤を⽬指す岞

ਖः合ॎच先؟
（ઙ）⼤෽ 温室হ業本部 営業企画室 TEL6521-54-0532؟
（जभ他ؚॺচॱॿ(ઙ)؞(ઙ)ॹথ९؞ش(ઙ)ॹথ९ॢ॔شজॸش३ঙথ९জগش३ঙথ६धુ同で実施）

ानॉ投資促進
ઘ制対଴機༊ 

120

ছ४॥থ式草刈機 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟⽔稲

ਖः合ॎच先؟
（ઙ）໒⽔य़কॽ॥঒
TEL2195-75-0943؟

ٳ ਈ⼤45度峨での૶ൊ࿿地にも対応可能なラジコン草刈機を普及拡⼤し、኶ᄪなどの除草作業におけ
る化学農薬のઞ⽤低減にఞଖ岞

ٳ ૚地の展ંভやSNS・૚種メディアでの情報発ਦや、ඝ作動画の掲載などを⾏い、普及拡⼤に取り
組む岞

岧主なহ業৔ઍ岨
ਈ⼤45度峨での૶ൊ࿿地にも対応可能なラジコン

式草刈機の普及拡⼤により、኶ᄪ・農業⽤⽔ଡ଼ఢఈ
などの除草作業における化学農薬のઞ⽤低減にఞଖ
するため、
• ୿ਲ਼体制を強化し、୿ਲ਼台数をੜ加させる
• 展ંভやSNS・૚種メディア等によるPR活動を⾏岰
• ඝ作動画を+Pに掲載し、ඝ作に不਍を持つ⽣産

঻への導⼊を促す

岧主たるহ業所の所૔地岨
福ળ県岰き峙৘

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڲফ10া ع ഥਮ11ফ12া

ानॉ投資促進
ઘ制対଴機༊

ラジコン式草刈機

227



⽔⽥抑草ট঎ॵॺभঞথॱঝभ普及拡⼤ 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟⽔稲

ٳ ⽔⽥৔を௒⾏して⽔をᄯらせる岽とで雑草の成⻑を༛害し、化学農薬のઞ⽤量の低減と除草作業の
省⼒化にఞଖする機༊の嵔ンタルの普及拡⼤に取り組む岞

岧主なহ業৔ઍ岨
೫࿒ඝ作による⾃動ઈૡで⽔⽥৔を௒り回り、਀層⼟壌をጜき

回して⽔をᄯらせる岽とで雑草の成⻑を༛害し、化学農薬（除草
剤）のઞ⽤量の低減と除草作業の省⼒化にఞଖする抑草ロボッ
トの嵔ンタルの普及拡⼤のため、
• ૚種展ંভへの出展や、オンラインହ৥ভ・現地ହ৥ভなどを

開ಈする
• ඝ作ହ৥や嵔ンタル中の不఻合対応等のサービスುਡを全国

に設઼する

岧主たるহ業所の所૔地岨
⻑野県වຒ৘

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڲফ12া ع ഥਮ11ফڵা

ਖः合ॎच先؟
(ઙ)ঁॱॣ঍ॵॺॣ
TEL1393-6512-090؟

抑草ロボット（ミ崢ニゴール）の嵔ンタル

⽔⽥の除草作業を省⼒化
（1台で15عڵKDの፳場の抑草に対応可能）

有機ढ़ॵॺ野菜१ছॲभ୿ଡ଼拡⼤ 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟畑作ؚ施設園芸ؚ露地野菜

ਖः合ॎच先؟
（ઙ）ইঞॵ३গইش६
TEL1280-771-011؟

ٳ 現૔、北海道で୿ਲ਼している有機カット野菜サラダを੣੃෠でも୿ਲ਼開઩するため、その製造ುਡとな
る⾷品加⼯⼯場を新設し、有機農産物の消ા拡⼤に取り組む岞

ٳ 有機カット野菜サラダ峙、製造コストを低減し消ા঻が੷めやすい価તఝにする岽とで、⽣産঻と持続
的な取ਬを可能とし、環境଀෰を低減した農業の਍定にఞଖ岞

岧主なহ業৔ઍ岨
・ 北海道に続き、有機カット野菜サラダの新⼯場を

૸୴県ழඌ৘に૦設（2024ফ11া稼働）
・ ⽣産঻と৘場価તで取ਬしつつ、対଴を加⼯しやすい

品⽬に๮り੢んで製造コストを低減し、国産ఏ૆品の
価તఝで有機カット野菜サラダを୿ਲ਼

・ ੣੃෠での取ਬ実ౚの岬る⾷品྘業঻などを通じて
୿ଡ଼を開ิ

岧主たるহ業所の所૔地岨
北海道ైච৘

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڱফ10া ع ഥਮ10ফگা

5.୭୆଀෰଩੖の਄ੌをৢじて生産さोた஗௔水産物の଎ાఁপ
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有機栽培⽶॑⽇本ඣप活⽤खた付加価க向上 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟⽔稲

ٳ 有機栽培⽶をઞ⽤した⽇本ඣの製造体制のੜ強や国৔ਗに向けた୿ଡ଼拡⼤を௕り、環境଀෰を低
減して⽣産された有機栽培⽶の⾼付加価க化にఞଖ岞

岧主なহ業৔ઍ岨
有機栽培⽶をઞ⽤した⽇本ඣの୿ଡ଼拡⼤によ峍て、

環境଀෰を低減して⽣産された有機栽培⽶の⾼付加価க化に
ఞଖするため、
• 有機栽培⽶をઞ⽤した⽇本ඣの਍定୹給のため、ഐ୉設૟

やႡ൵ライン等を整૟する
• 有機⽶のඣᆺの規તਗ品を活⽤した飼料やඣᆺ൏Ꮐとい峍た

新ૹ品の開発に取り組む
• 国৔、海ਗへ向けた展ંভへの出展などにより୿ଡ଼拡⼤に取

り組む

岧主たるহ業所の所૔地岨
岐⾩県ಭ島৘

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڲফڲা ع ഥਮ11ফگা

ਖः合ॎच先؟
૸代ໜ（ઙ）
TEL3131-391-058؟

有機栽培⽶を活⽤した⽇本ඣ

化学肥料؞化学農薬不ઞ⽤⽶पेॊ⽇本ඣभ製造 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟⽔稲

ٳ 化学肥料・化学農薬をઞ⽤せ峄に育てたଯந産のਉ料⽶のみをઞ⽤した⽇本ඣを製造し、国৔ਗに
向けた⾼付加価க୿ਲ਼に取り組む岞ਲ਼上を⽣産঻に൬੪する岽とで、環境଀෰低減活動に取り組む
⽣産঻を⽀援し、ਉ料⽶のಲ続的かつ਍定的な⽣産、調達、消ાの஀࿯環を作り出す岞

岧主なহ業৔ઍ岨
化学肥料・化学農薬をઞ⽤せ峄に育てたଯந産のਉ料⽶のみをઞ⽤
した⽇本ඣを製造し、国৔ਗに向けた⾼付加価க୿ਲ਼に取り組む岽と
で、環境଀෰低減活動に取り組む⽣産঻を⽀援するため、

• 化学肥料・化学農薬をઞ⽤せ峄ଯந産のਉ料⽶を⽣産するీ৺農
家に対して⽀௸岰栽培⽀援সをੜપし、ਉ料⽶の調達量をੜやす

• 「にいがたඣのಷ」を઩め、⼩ਲ਼૲やධ⾷૲でのイ嵁ントに૞加し、パ
ンフ嵔ット等も活⽤しながらੳ知度向上を௕る

• カナダ、ಘ௃、マ嵔ーシアなどにおいて、現地展ંভや、ධ⾷૲におけ
るプロモーション活動を⾏い、୿ଡ଼を開ิする

岧主たるহ業所の所૔地岨
新潟県ଯந৘

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڲফ10া ع ഥਮ11ফڵা

ਖः合ॎच先؟
（有）加ઢඣ造૲
TEL6511-52-0259؟
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化学農薬॑低減खथ⽣産された⽶भ付加価க向上 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟⽔稲

ٳ ドローン等のスマート技術を⽤いて、化学農薬のઞ⽤を低減して全国૚地で⽣産された⽶を૚ುਡで
ૐ৺して出෰する体制を構築する岽とで、流通の合理化を௕り、ブランド⽶として付加価கの向上に取
り組む岞

岧主なহ業৔ઍ岨
ドローン等のスマート技術を⽤いて、化学農薬のઞ⽤を低減して全

国ڵ県で⽣産された⽶を૚ುਡでૐ৺して出෰する取組により、環
境଀෰を低減して⽣産された農産物の流通の合理化を௕り、「ス
マート⽶」として付加価கの向上にఞଖするため、
• ドローンを⽤いた防除等のスマート農業技術を⽣産঻へ઀୹する
• ీ৺⽣産地やీ৺⽣産量の拡⼤にൣいૐ෰体制をੜ強する
• EC（電⼦ૹ取ਬ）を活⽤したਭିのૐ৺等により製造・出෰

コストを削減する

岧主たるহ業所の所૔地岨
ূ਎੃௃ય、⻘஌県⻘஌৘

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڲফڲা ع ഥਮ11ফڱা

ਖः合ॎच先؟
（ઙ)ड़উॸॕ঒॔ॢজ TEL8567-6435-03؟
（（ઙ）ड़উॸॕ঒॔ॢজ؞ाठभऎधુ同で実施）

ाऊ॒भય分管理पेॊ付加価க向上 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟ाऊ॒

ٳ 化⽯೤料や化学農薬のઞ⽤を低減して⽣産した崷ウスみかんについて、ຯ⾏栽培の崷ウスみかんとય
分して管理し、流通させる岽とで付加価கの向上を௕る岞

ٳ 公設྘ਲ਼৘場等を通じて全国の消ા঻への流通・୿ਲ਼に取り組み、付加価கの向上で੭られる利
益を⽣産঻に൬੪する岽とで、環境଀෰の低減に取り組む⽣産঻を⽀援する岞

岧主なহ業৔ઍ岨
崺ートポンプを活⽤した省エネ型温度管理や、天敵を活⽤した農薬

のઞ⽤低減により、環境଀෰を低減して⽣産した崷ウスみかんの流通
を合理化する（付加価கを向上させる）ため、
• 選果機を導⼊してຯ⾏栽培の崷ウスみかんとય分管理し、化学

農薬が付着する岽とを防岺岽と等により、付加価கの向上を௕る
• 公設྘ਲ਼৘場等を通じて全国の消ા঻への流通・୿ਲ਼を⽬指す
• 栽培マニュアルを普及するとともに、付加価கの向上で੭られる

利益を⽣産঻に൬੪する岽とで、環境଀෰の低減に取り組む
⽣産঻をੜやす

岧主たるহ業所の所૔地岨
⼤分県ᆣ築৘
岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڲফڴা ع ഥਮ11ফ7া

ਖः合ॎच先؟
⼤分県農業ੈ同組合
TEL2729-62-0978؟

ય分管理のために導⼊する
選果機のイメージ

省エネ型温度管理等により
⽣産された崷ウスみかん
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流通॥५ॺ削減पेॊ⽣産঻⽀援 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟畑作ؚ露地野菜

ٳ 有機農産物やみ岲るら峣るを取੭した農産物について、同঺が農家から直மૐ෰し、⼩ਲ਼૲に直ம
୿ਲ਼する流通্式を導⼊する岽とで、流通コストの削減に取り組む岞

ٳ 削減した流通コストを୿ਲ਼価તにખ಩して消ાの拡⼤を௕る岽と、峨た峙⽣産঻に൬੪する岽とで、環 
     境଀෰の低減に取り組む⽣産঻を⽀援する岞

岧主なহ業৔ઍ岨
 有機農産物やみ岲るら峣るを取੭した農産物の流通を合理化する

ため、従来の多஺మ物流から、農産物を農家から直மૐ෰し、⼩ਲ਼
૲に直ம୿ਲ਼する流通্式にજり౹岲る
岽れにより、෰ਭ⼿数料やૐ෰⼿数料などの流通コストを削減し、

• 流通コストを削減した分、農産物の୿ਲ਼価તをৣげて消ાの拡
⼤を௕る岽と

峨た峙、
• 削減した流通コストの঳部を⽣産঻に൬੪する岽とにより、環境଀

෰の低減に取り組む⽣産঻を⽀援する

岧主たるহ業所の所૔地岨
ূ਎੃௃ય、૸୴県成⽥৘

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڲফڵা ع ഥਮ11ফڲা

ਖः合ॎच先؟
農業流通⽀援
TEL4554-6821-03؟

成⽥ૐ෰センター
ీ৺農家から農産物を直மૐ෰し、全
国の⼩ਲ਼૲への配ଛ峨でを঳ฐで⾏岰

૲୍୿ਲ਼のイメージ

農産物流通३५ॸ঒भ⾼度化 温室効果फ़५ 農薬 有機農業肥料

品⽬؟畑作ؚ露地野菜

ٳ 有機農業など環境଀෰の低減に取り組む⼩規模⽣産঻を⽀援するため、少量で岬峍ても品質が⾼い
野菜を多数の⽣産঻からେい取り、適正な価તで୿ਲ਼できる「農産物流通システム」（ਭ発ି・ல分
け等）の⾼度化に取り組む岞

岧主なহ業৔ઍ岨
有機農業など環境଀෰を低減した農業を営む⼩規模⽣産঻から、

少量で岬峍ても品質の⾼い野菜を多数の⽣産঻からେい取り、個⼈
൹௢や⼩ਲ਼・ධ⾷૲等法⼈൹௢向けに、適正価તで୿ਲ਼するため、

• ਭ発ିシステムについて、従来ڮౝ৑先峨での出෰予定をఃஈす
るல組みを઄ফ先峨で拡⼤する岽とで、業務を効率化し、ੑ画的な
೽給調整を実現

• ல分けシステムについて、DAS（پ）を導⼊する岽とで、少量多品
⽬で岬峍ても効率的な෰さばき業務を実現し、流通コストの削減と
取ඞ量のੜ加を௕る

DAS پ (DLJLWDO AVVorW S\VWeP)؟ல分けするૹ品をシステムにੳ識させ、ல分け先岾とにデジ
タル਀ંஓにૹ品投⼊数がખ಩され、作業ミス削減を௕るல組み岞

岧主たるহ業所の所૔地岨
਎੃府਎੃৘

岧ੑ画の実施期৑岨
ഥਮڲফ11া ع ഥਮ11ফڲা

ਖः合ॎच先؟
(ઙ)௳ঀಥ中
KWWSV���ZZZ.oQ-WKe-VOoSe.FoP�FoQWDFW�

岧農産物流通システム岨

個⼈

⼩規模な⽣産঻（਴಑1.5KD)
৺400経営体からૐ෰

個⼈消ા঻へ野菜セット等の配ଛ、
⼩ਲ਼・ධ⾷૲など法⼈൹௢への出෰

野菜セット

ਭ発ିシステム

ல分けシステム

法⼈
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みどりの食料システム戦略KPIの2021年、2022年及び2023年実績値一覧について

「みどりの食料システム戦略」KPIと目標設定状況

KPI 2030年 目標 2050年 目標
2021年
実績値

2022年
実績値

2023年
実績値

温
室
効
果
ガ
ス
削
減

①
農林水産業のCO₂ゼロエミッション化
(燃料燃焼によるCO2排出量)

1,484万t-CO2

（10.6％削減）
０万t-CO2

(100%削減)
1,577万t-CO2
（4.9％削減）

1,430万t-CO2
（13.8％削減）

2025年４月に
把握予定

② 農林業機械・漁船の電化・水素化等技術の確立

既に実用化されている化石燃料使用量削減に資す
る電動草刈機、自動操舵システムの普及率：
50%

２
０
４
０
年

技
術
確
立

⾃動操舵システム：4.7％
電動草刈機：16.1％

⾃動操舵システム：6.1％
電動草刈機：19.6％

⾃動操舵システム：
7.8％

電動草刈機：23.7％

高性能林業機械の電化等に係るTRL
   TRL 6：使用環境に応じた条件での技術実証

TRL 7：実運転条件下でのプロトタイプ実証

小型(一輪車):TRL5～6
(ドローン)：TRL９

大型：TRL１～２

小型(一輪車):TRL7～8
(ドローン)：TRL９

大型：TRL１～２

小型(一輪車、ドローン)：
TRL９

大型：TRL１～２

小型沿岸漁船による試験操業を実施
漁船の具体的検討を

開始
試験操業の実施に
向けた体制作りが進行

水素燃料電池養殖作業
試験船の仕様決定

③ 化石燃料を使用しない園芸施設への移行 加温面積に占めるハイブリッド型園芸施設等の割合：50％ 化石燃料を使用しない施設への完全移行 10.6％ 10.7％
2025年3月に
把握予定

④
我が国の再エネ導入拡大に歩調を合わせた、
農山漁村における再エネの導入

2050年カーボンニュートラルの実現に向けて、農林漁業の健全
な発展に資する形で、我が国の再生可能エネルギーの導入拡
大に歩調を合わせた、農山漁村における再生可能エネルギーの
導入を目指す。

2050年カーボンニュートラルの実現に向けて、農林
漁業の健全な発展に資する形で、我が国の再生可
能エネルギーの導入拡大に歩調を合わせた、農山漁
村における再生可能エネルギーの導入を目指す。

ー ー ー

環
境
保
全

⑤ 化学農薬使用量（リスク換算）の低減 リスク換算で10％低減
11,665

(リスク換算値)
（50％低減）

21,230
（リスク換算値）
（約９％低減）

22,227
（リスク換算値）
（約4.7％低減）

19,839 
（リスク換算値）
(約15.0％低減)

⑥ 化学肥料使用量の低減
72万トン

(20％低減)
63万トン

（30％低減）
85万トン

（約６％低減）
81万トン

（約11％低減）
2025年３月に
把握予定

⑦ 耕地面積に占める有機農業の割合 6.3万ha 100万ha（25％） 2.66万ha 3.03万ha
2025年８月に
把握予定

食
品
産
業

⑧ 事業系食品ロスを2000年度比で半減
273万トン

（50％削減）
279万トン

（49％削減）
236万トン

（56％削減）
2025年６月に
把握予定

⑨ 食品製造業の⾃動化等を進め、労働生産性を向上
6,694千円/人
（30％向上）

5,152千円/人
（0％向上）

4,964千円/人
（3.6％低下）

5,913千円/人
（14.9％向上）

⑩ 飲食料品卸売業の売上高に占める経費の縮減 飲食料品卸売業の売上高に占める経費の割合：10％ 13.4％ 11.5％
2025年７月に
把握予定

⑪
食品企業における持続可能性に配慮した輸入原材料
調達の実現

100％ 36.5％ 38.6％ 41.6%

林
野

⑫
林業用苗木のうちエリートツリー等が占める割合を拡大

高層木造の技術の確立・木材による炭素貯蔵の最大化
エリートツリー等の活用割合：30％ 90％ 6.2％ 7.8％

2025年３月に
把握予定

水
産

⑬ 漁獲量を2010年と同程度（444万トン）まで回復 444万トン 315万トン 292万トン
2025年３月に
把握予定

⑭
ニホンウナギ、クロマグロ等の養殖における人工種苗比率

養魚飼料の全量を配合飼料給餌に転換

13% 100％ 2.9% 4.4％
2025年3月に
把握予定

64％ 100％ 45% 47% 49％



お問い合わせ先

農林水産省大臣官房政策課技術政策室

〒100-8950 東京都千代田区霞が関１－２－１

TEL 03-3502-5524

令和７年３月作成

「みどりの⾷料システム戦略」技術カタログ（農業・畜産業編）

「みどりの⾷料システム戦略」の詳細については、農林水産省の

ホームページでご覧頂けます。
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/midori/index.html

みどりの⾷料システム戦略
HP・説明動画

戦略HP 動画トップ
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